
 

は、 

あなたの「分身」になります。 

「できる」を増やすことによって、 
人間は未来に対してポジティブになれる。 

「誰かの役に立つことをあきらめない」 
「寝たきりで声を失っても会話できる」 
「今の自分に合った働き方ができる」 

2019年度地域リハビリテーション広域支援センター事業 

株式会社オリィ研究所 
常田剛生氏  

【問合せ先】医療法人南労会紀和病院 経営広報企画室 電話（0736）34‒1317 

入院や身体障害などによって、移動に制約のある方の「行きたい場所」に分身ロボット
OriHime（オリヒメ）を置くことで、周囲を見回したり、聞こえてくる会話にリアクションを
するなど、あたかも「その人がその場にいる」ようなコミュニケーションを実現します。 
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月 日(土)開演 13時～15時 
会場 紀和病院 4階 ウェルビーホール 

 申込み期日：10月25日（金）   


